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「相談の力」 
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テレビやネットニュースを見ると、毎日のよ

うに犯罪や事件の話題が取り上げられていま

す。その中でも私が一番に気になるのは少年犯

罪です。私と同じ年ごろの子たちが犯罪にかか

わっているのを見て、どうしてこんなことがお

こってしまうのだろうと考えます。 

一人ひとり理由は違うけれど、ストレスや家

庭の問題など、心の中に悩みを抱えている人が

多いと感じました。少し違うかもしれません

が、私も以前、部活で思うように結果が出ず、

気持ちが落ち込んでしまったことがあります。

その時は友達と話していると気持が楽になりま

した。なので、やっぱり人と話したり相談する

ことはとっても大事なことだと私は思います。

相談すると、相手からアドバイスをもらえた

り、話をきいてもらえるだけでも、気持ちが軽

くなったり、安心できたりすることもありま

す。こうしたことから、悩みは一人で抱え込ま

ず信頼できる誰かに話すことがとても大切だと

強く感じます。でも、世の中には「相談するこ

とが恥ずかしい」などという理由で、なかなか

話せない人も多いんじゃないかなと思います。

特に中高生は、進路や人間関係、家庭のことな

ど、悩みが多い世代です。そうした悩みを一人

で抱え込みすぎた末に犯罪や事件につながって

しまうこともあります。もし、信頼できる誰か

や、安心して話すことができる環境があった

ら、犯罪も事件もなかったのかもしれません。

だからこそ、学校や地域にもっと気軽に誰でも

話せる場所や、時間があればいいなと思いま

す。何度も話していれば、すこしだけでも、

「ここなら大丈夫」と思えるようになるかもし

れません。しかも最近では、無理に人に話さな

くても、AⅠなどの新しい相談相手もありま 

す。どんな方法でも、相手が、人でも機械で

も、気持ちを外に出すことが大切だと感じまし

た。社会を明るくする運動として、私もこれか

らは周りの人が困っているときや、元気がなさ

そうにしているときは、すぐに声をかけてあげ

られるようになりたいと思いました。「大丈

夫？」という一言で救われた、自分の悩みを誰

にも言えずに、苦しんでいたときに、その一言

で、「この人は、私のことを気にかけてくれて

いる」と思い、涙が出そうになったことがあ

る、と聞いたことがあります。そんな話を聞い

て、もっと私は誰かの支えになりたいとすごく

思います。相手が話したくなさそうなら、無理

には聞き出そうとせずに、「話したくなったら

いつでも話して」と伝え、寄り添うことで、解

決につながることもあると思います。そうして

お互いに支え合える関係が増えると、悩みを抱

え込んでしまう人たちが減って、悲しい事件も

きっと少なくなると私は思います。小さな行動

でも、積み重ねれば、皆が安心して、笑顔で過

ごせる社会に少しでも近づいていけるはずで

す。そして、冒頭で話していた、少年犯罪の例

も、この考え方に当てはまっていると思いま

す。もし、犯罪や事件にかかわってしまった少

年たちが悩みを抱え込んでしまう前に少しでも

相談できていたなら、もっと違う未来があった

のかもしれません。人と人とが支え合って、気

持ちを少しでも分かち合える環境をつくってい

くことが、悲しい出来事を減らす、大切な一歩

なんじゃないかなと私は思います。改めて、社

会を明るくする運動として、私は、私にできる

ことは、小さくても、誰かの力になると信じ

て、社会が、少しでも良いほうに行くように、

精一杯やっていきたいと思いました。 
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